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邯
鄲
の
夢
と
異
国
イ
メ
ー
ジ

―
黒
本
『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』
を
中
心
に

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
国
際
日
本
研
究
専
攻
　
虞
　
　
雪
健

唐
代
伝
奇
『
枕
中
記
』
が
源
泉
と
な
る
有
名
な
「
邯
鄲
の
夢
」
の
故
事
は
、『
太
平
記
』（
流
布
本
）
巻
二
十
五
「
自
伊
勢
進
宝
剣
事
付
黄
梁
夢
事
」、
謡
曲
『
邯
鄲
』
で
の
改

変
を
経
て
、
近
世
で
は
重
要
な
趣
向
と
し
て
よ
く
生
か
さ
れ
、
数
多
く
の
戯
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
黄
表
紙
の
嚆
矢
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
は
ま

さ
し
く
こ
の
趣
向
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
黒
本
『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』
は
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
に
先
行
し
、
異
国
を
舞
台
と
す
る
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
及
び
唐
人
行
列
に
か
か
わ
る
も
の
な
ど

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
異
国
情
緒
あ
る
「
唐
人
の
邯
鄲
の
夢
」
が
巧
み
に
表
現
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
作
品
の
刊
年
を
改
め
て
確
認
し
つ
つ
、
本
文
の
典
拠
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
黒
本
『
初
夢
』
か
ら
「
邯
鄲
の
夢
」
の
故
事
の
受
容
を
考
察
し
、
そ
し
て
そ
こ
で
表
現
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
対
「
異
国
」
観
や
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

黒
本
『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』
の
刊
年
に
つ
い
て
、『
朝
倉
年
表
』『
山
崎
年
表
』
と
も
に
年
代
未
詳
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
黒
・
青
本
の
絵

師
の
連
名
や
、
作
中
の
文
句
に
見
ら
れ
る
関
連
情
報
を
参
考
す
る
こ
と
で
、
宝
暦
五
（
一
七
七
五
）
年
正
月
の
刊
行
と
い
う
新
説
を
あ
げ
た
。

本
文
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
黒
本
『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』
で
は
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
詞
章
を
多
く
利
用
す
る
こ
と
、『
太
平
記
』
黄
粱
夢
事
の
筋
を
用
い
る

こ
と
、
浄
瑠
璃
「
国
性
爺
合
戦
」「
大
職
冠
」
の
詞
章
を
持
ち
込
む
こ
と
で
謡
曲
『
邯
鄲
』『
太
平
記
』
黄
粱
夢
事
と
類
似
す
る
人
物
や
筋
を
重
ね
合
わ
せ
、
機
知
的
に
物
語
を

展
開
さ
せ
る
こ
と
等
が
判
明
し
た
。

ま
た
、挿
絵
や
そ
れ
に
と
も
な
う
地
の
文
や
セ
リ
フ
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、黒
本
『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』
で
は
朝
鮮
通
信
使
の
影
響
を
受
け
て
形
成
し
た
舞
台
や
パ
レ
ー

ド
を
生
か
し
、
大
き
な
唐
人
の
夢
の
世
界
を
創
っ
た
こ
と
と
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
、
流
行
唄
と
当
時
の
風
俗
に
基
づ
く
地
口
、
茶
化
し
な
ど
を
通
じ
て
、
作
者
が
朝
鮮
通
信
使

に
か
か
わ
る
も
の
を
借
り
て
、「
ウ
チ
・
日
本
」
と
対
置
さ
れ
る
唐
人
の
こ
と
を
戯
れ
る
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
た
。

キ
ー
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ド
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舞
伎

要
　
　
旨



181

虞雪健　　邯鄲の夢と異国イメージ―黒本『初夢かんたんの枕』を中心に

SOKENDAI Review of Cultural and Social Studies Vol. 18 (2022) 2（ ）

The Dream of Kantan and the Image of Tojin

YU Xuejian
Department of Japanese Studies, 

School of Cultural and Social Studies, 
The Graduate University for Advanced Studies, SOKENDAI

Summary

The famous story of Kantan’s Dream, which originates from the Chuanqi “The World Inside a Pillow”, was 

often used as an important literary mechanism in the early modern period in Japan and infl uenced many gesaku 

(light literature) works. Professor Kinkin’s Dream of Splendor, for example, which is highly regarded as the 

beginning of Kibyoshi (illustrated storybooks with yellow covers), used precisely this mechanism.

The First Dream of Kantan’s Pillow actively incorporates elements related to ningyo joruri written by 

CHIKAMATSU Monzaemon and Tojin gyoretsu, which make the story full of exoticism.

Based on confi rmation of the sources of the relevant documents, this paper re-examined the publication year 

of the text of The First Dream of Kantan’s Pillow and examined how the mechanism of Kantan’s Dream is 

utilized, how the exotic text is created, and how the Tojin is depicted in the text.

Based on prior studies, this paper also examined the names of multiple illustrators involved and relevant 

information suggested by words and sentences in the text, and as a result, put forward a new hypothesis about 

its publication year

By clarifying the source of the text, it was found that many words and sentences in the work are cited from 

the Noh play Kantan and that the plot related to Golden Millet Dream in the Taiheiki underlies this work. In 

addition to these elements, it also achieves the effect of popularization and making an interesting development 

by quoting words and sentences in ningyo joruri plays includiong The Battles of Coxinga and The Stolen 

Crystal Jewel.

Finally, this paper explains how this work makes full use of Ningyo joruri and Tojin gyoretsu, which was 

created, inspired by Joseon missions to Japan, to construct the dream world of the Tojin. At the same time, it 

also examines how the author used jiguchi (paronomasia) based on Kabuki, ningyo joruri, popular songs, and 

the customs of the era to playfully depict the Tojin in comparison to Japanese people.

Key words: Kantan’s dream, The First Dream of Kantan’s Pillow, machinery, Tojin, Ningyo joruri, 

The Battles of Coxinga, The Stolen Crystal Jewel, jiguchi
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一
．
は
じ
め
に

「
邯
鄲
の
夢
」（「
邯
鄲
の
枕
」「
一
炊
の
夢
」
と
も
い
う
）
は
故
事
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
盧
生
と
い
う
儒
生
が
邯
鄲
の
邸
舎
で
仙
人
の
呂
翁
が
持
つ
枕
に
伏
し
、

波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
送
る
こ
と
を
夢
見
た
後
、
こ
の
世
の
こ
と
を
悟
り
き
っ
た
こ

と
を
意
味
し
、
唐
代
伝
奇
『
枕
中
記
』（
沈
既
済
）
が
そ
の
出
典
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
『
太
平
記
』（
流
布
本
）
巻
二
十
五
「
自
伊
勢
進
宝
剣
事
付
黄
梁

夢
事
」（
１
）
は
『
枕
中
記
』
の
故
事
と
は
異
な
り
、
仙
人
の
呂
洞
賓
が
富
貴
を
願
う

客
の
心
を
見
抜
き
、
将
相
に
の
ぼ
り
、
姫
宮
を
娶
り
、
五
十
年
の
富
貴
栄
華
を
楽
し

ん
だ
後
、
洞
庭
の
遊
船
の
と
き
に
妻
子
と
も
に
入
水
し
た
と
い
う
夢
を
客
に
見
せ
、

栄
華
の
は
か
な
さ
を
悟
ら
せ
た
と
記
さ
れ
る
。
謡
曲
『
邯
鄲
』（
２
）
も
ま
た
、
仏
道

を
欣
求
す
る
盧
生
が
邯
鄲
の
旅
亭
に
女
主
人
が
持
つ
枕
を
借
り
、
楚
国
の
王
と
な
り

五
十
年
の
栄
華
を
楽
し
ん
だ
夢
を
見
て
醒
め
た
後
、
悟
り
を
得
た
と
い
い
、
元
来
の

故
事
か
ら
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
世
で
は
、
邯
鄲
の
夢
を
趣
向
と
す
る
作
品
は
お
お
む
ね
右
の
三
種
を
土
台
と
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
黄
表
紙
の
嚆
矢
で
あ
る
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』（
恋
川
春
町
作
、

一
七
七
五
）
は
、正
し
く
右
の
謡
曲
『
邯
鄲
』
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
邯
鄲
の
夢
」
は
多
彩
な
形
で
流
用
さ
れ
（
３
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
膨
大
な
作
品
群
が

形
成
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
未
翻
刻
資
料
黒
本『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』（
十
五
丁　

著
者
・

画
者
不
明　

山
本
九
左
衛
門　

大
東
急
文
庫
蔵
（
４
））（
以
下
、
黒
本
『
初
夢
』
と

略
称
す
る
）
で
は
、
異
国
を
舞
台
と
す
る
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
及
び
唐
人
行
列

に
か
か
わ
る
も
の
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
異
国
情
緒
あ
る
「
唐
人
の
邯
鄲
の

夢
」
が
巧
み
に
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
邯
鄲
の
夢
を
趣
向
と
す
る
作

品
群
に
お
い
て
極
め
て
珍
し
い
。

本
稿
で
は
、
作
品
の
刊
年
を
改
め
て
確
認
し
、
本
文
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
黒
本
『
初
夢
』
か
ら
「
邯
鄲
の
夢
」
の
故
事
の
受
容
を
考
察
し
、
そ
し
て
そ
こ

で
表
現
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
対
「
異
国
」
観
や
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
に
つ
い
て

論
ず
る
。

二
．
刊
年
の
再
考

著
者
や
画
者
が
未
詳
で
あ
る
黒
本『
初
夢
』は
、大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。

書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
第
四
巻
『
赤
本
黒
本

青
本
集
』
に
影
印
と
中
村
幸
彦
の
解
題
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
刊
年
に
対
す
る
私

見
を
述
べ
る
。

中
村
幸
彦
は
解
題
（
５
）
に
、「『
朝
倉
年
表
』（『
新
修
日
本
小
説
年
表
』）、『
山
崎

年
表
』（『
日
本
小
説
書
目
年
表
』）
と
も
に
、
黒
本
の
部
で
は
年
代
未
詳
と
す
る
」

と
述
べ
、

 
 

画
外
題
に
蝶
と
千
鳥
の
図
を
配
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
酉
の
年
の
し
る
し
と
す
れ

ば
明
和
二
年
乙
酉
刊
。
本
書
の
中
心
を
な
す
唐
人
の
行
列
は
、
明
和
元
年
十
一

月
の
琉
球
人
の
来
朝
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
指
摘
し
た
。
一
方
、
高
橋
則
子
（
６
）
は
『
初
夢
』
の
書
名
が
載
る
新
板
広
告
（
岩

崎
文
庫
蔵
『
酒
田
公
時
大
和
廻
』
巻
末
）
に
あ
る
黒
本
「
其そ
の

紋
む
す
び

从ふ
た
り

助す
け

六ろ
く

」
を
考
察

一
．
は
じ
め
に

二
．
刊
年
の
再
考

三
．
物
語
の
梗
概
と
典
拠
の
利
用

四
．
唐
人
行
列
の
利
用

五
．「
唐
人
の
」
邯
鄲
の
夢

六
．
見
世
物
と
し
て
の
唐
人
の
夢

七
．
お
わ
り
に
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す
る
際
、
同
じ
広
告
に
あ
る
作
品
は
同
書
肆
、
同
年
刊
の
も
の
だ
と
い
う
定
説
を
踏

ま
え
て
広
告
に
あ
る
他
の
作
品
の
刊
年
を
確
認
し
た
が
、
墨
書
に
「
宝
暦
四
年
」
と

示
す
作
品
が
あ
る
も
の
の
、「
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
」
と
断
定
で
き
る
根
拠
は

な
い
（
７
）
と
述
べ
た
。
高
橋
則
子
は
絵
外
題
に
着
目
し
、
絵
外
題
の
意
匠
は
宝
暦
三

（
一
七
五
三
）
年
に
始
ま
る
曾
我
祭
と
関
連
す
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
。
そ

し
て
、
登
場
人
物
の
衣
装
の
模
様
と
い
う
視
点
か
ら
、
宝
暦
五
年
春
市
村
座
上
演
の

歌
舞
伎
「
孻
こ
だ
か
ら

愛
護
曾
我
」（
堀
越
二
三
治　

ほ
か
）
が
黒
本
「
其
紋
从
助
六
」
の
影

響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
と
し
、「
其
紋
从
助
六
」
及
び
一
連
の
作
品
は
宝
暦
五

（
一
七
五
五
）
年
以
前
、
宝
暦
三
年
以
降
、
す
な
わ
ち
宝
暦
四
年
で
あ
る
仮
説
を
立

て
た
（
８
）。

両
氏
の
説
を
踏
ま
え
、『
酒
田
公
時
大
和
廻
』
の
巻
末
の
新
板
広
告
の
左
下
隅
に

書
か
れ
た
絵
師
の
連
名
、
す
な
わ
ち
「
ゑ
し　

鳥
居
清
信　

鳥
居
清
満　

鳥
居
清
重
」

に
注
目
し
た
い
。
水
谷
不
倒
は
鳥
居
派
の
連
名
に
つ
い
て
、

 
 

宝
暦
に
な
っ
て
か
ら
、
黒
・
青
本
の
奥
に
、
絵
師
の
連
名
―
― 

鳥
居
派
に
限

り 

―
―
を
掲
げ
た
も
の
が
あ
る
。〈
略
〉
清
信
は
宝
暦
二
年
（
其
前
の
こ
と
は

不
明
）
か
ら
同
四
年
ま
で
の
筆
頭
に
据
り
、
清
満
、
清
重
が
其
次
に
居
並
び
、

六
年
以
下
清
信
の
名
が
削
ら
れ
て
、
其
代
り
に
清
倍
が
筆
頭
に
据
り
、
同
十
二

年
ま
で
つ
づ
き
其
以
後
は
清
満
が
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
（
９
）。

と
述
べ
た
。
諸
作
を
確
認
し
た
（
10
）
結
果
、
こ
の
論
述
と
一
致
す
る
。
黒
本
『
初
夢
』

は
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
か
ら
宝
暦
五
（
一
七
五
六
）
年
ま
で
の
間
に
刊
行
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
、
高
橋
則
子
の
仮
説
に
合
致
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
黒
本
『
初
夢
』
の
四
丁
裏
・
五
丁
表
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

 

○
（
四
丁
裏
・
五
丁
表
）
と
ふ
や
ら
た
う
ふ
う
の
四
だ
ん
め
の
だ
六
が
大
み
や
う

に
な
る
や
う
だ
。
こ
れ
か
ら
八
ま
ん
大
わ
う
だ
。

「
ど
う
や
ら
道
風
の
四
段
目
の
駄
六
が
大
名
に
な
る
よ
う
だ
」
が
意
味
す
る
の
は
、

宝
暦
四
年
十
月
に
大
阪
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
た
義
太
夫
浄
瑠
璃
「
小
野
道
風
青
柳
硯
」

（
竹
田
出
雲
・
吉
田
冠
子
・
中
邑
閏
助
・
近
松
半
二
・
三
好
松
洛
の
合
作
）
の
四
段
目
、

つ
ま
り
独
鈷
の
駄
六
が
流
罪
に
し
た
は
ず
の
陽
成
天
皇
と
、
基
経
を
は
じ
め
と
す
る

公
家
た
ち
を
皆
殺
し
に
し
て
し
ま
っ
た
功
に
よ
り
、
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と

に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
黒
本
『
初
夢
』
は
「
小
野
道

風
青
柳
硯
」
が
初
演
さ
れ
た
（
宝
暦
四
年
十
月
）
以
降
、
宝
暦
六
年
以
前
、
す
な
わ

ち
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
正
月
の
刊
行
と
な
る
。

三
．
物
語
の
梗
概
と
典
拠
の
利
用

ま
ず
、
本
文
の
検
討
を
行
う
前
に
、
黒
本
『
初
夢
』
の
概
要
を
示
し
て
お
き
た
い
。

（
一
丁
表
）
楚
国
の
羊
飛
山
に
尊
い
仙
人
が
い
る
こ
と
を
聞
い
た
蘆ろ

生せ
い

は
、
八
百

屋
の
商
い
を
し
な
が
ら
そ
こ
を
訪
ね
た
。（
一
丁
裏
〜
三
丁
表
）
蘆
生
は
草
深
い
庵

に
入
り
、
一
晩
泊
め
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
邯
鄲
と
い
う
土
地
の
庵
に

住
む
仙
人
呂
翁
が
枕
を
与
え
、
蘆
生
に
一
生
の
夢
を
見
せ
た
。（
三
丁
裏
〜
五
丁
表
）

夢
の
中
で
は
、
楚
国
の
大
王
が
蘆
生
に
娘
を
与
え
、
位
を
譲
ろ
う
と
、
楚
国
よ
り
勅

使
を
派
遣
し
た
。
蘆
生
は
楚
王
の
装
束
を
着
て
、
輿
車
に
乗
り
楚
国
の
内
裏
へ
向
か

う
。（
五
丁
裏
〜
十
一
丁
表
）
行
列
は
長
く
続
く
。（
十
一
丁
裏
〜
十
三
丁
表
）
蘆
生

は
楚
王
の
娘
と
偕
老
同
穴
の
語
ら
い
を
な
し
、
六
国
か
ら
貢
物
を
受
け
た
。（
十
三

丁
裏
〜
十
四
丁
表
）
蘆
生
は
菊
の
宴
を
催
し
、
千
人
の
き
さ
き
を
つ
れ
、
酒
や
舞
遊

を
楽
し
む
。（
十
四
丁
裏
〜
十
五
丁
表
）
五
十
年
の
栄
華
の
後
、
夢
か
ら
覚
め
た
蘆

生
は
悟
り
を
開
き
仙
人
の
術
を
う
け
て
長
寿
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
黒
本
『
初
夢
』
は
、
ほ
ぼ
謡
曲
『
邯
鄲
』
を
土
台
に
し
て
創
作
さ
れ

て
い
る
が
、
た
と
え
ば
楚
王
の
娘
を
娶
る
な
ど
、
い
か
に
も
『
太
平
記
』
の
黄
粱
夢

故
事
の
筋
を
引
き
取
っ
た
よ
う
に
読
め
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
黒
本

『
初
夢
』
の
根
幹
と
な
る
筋
が
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
た
の
か
、
謡
曲
『
邯
鄲
』

の
詞
章
を
利
用
す
る
部
分
か
ら
検
討
し
た
い
。
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⑴  
（
一
丁
表
）
こ
れ
は
し
よ
く
の
か
た
わ
ら
に
ろ
せ
い
と
申
も
の
な
り
。
わ
れ
人

げ
ん
に
有
な
が
ら
、
た
ゞ
ば
う
ぜ
ん
と
明
し
く
ら
す
。

⑵  （
十
二
丁
裏
・
十
三
丁
表
）
ひ
が
し
に
三
十
余
丈
に
、
し
ろ
か
ね
の
山
を
つ
か

せ
て
は
、
こ
が
ね
の
日
り
ん
を
い
た
さ
れ
た
り
。
西
に
三
十
よ
ぢ
や
う
に
こ

が
ね
の
山
を
つ
か
せ
て
は
、
し
ろ
か
ね
の
月
り
ん
を
い
だ
さ
れ
た
り
。

⑶  （
十
三
丁
裏
・
十
四
丁
表
）
の
め
ば
か
ん
ろ
も
か
く
や
ら
ん
と

⑷  （
十
三
丁
裏
・
十
四
丁
表
）
じ
ゆ
み
や
う
は
千
代
ぞ
と
き
く
の
酒

⑸  （
十
三
丁
裏
・
十
四
丁
表
）
〽
わ
か
や
ど
の
、
き
く
の
し
ら
露
、
け
ふ
こ
と
に
、

い
く
よ
つ
も
り
て
、
渕
と
な
る
ら
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
以
下
の
詞
章
（
11
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

⑴
＊ 

是
は
し
よ
く
の
国
の
か
た
は
ら
に
ろ
せ
い
と
申
者
也
。
我
人
間
に
あ
り
な
が

ら
仏
道
を
も
ね
か
は
ず
。
た
ゝ
は
う
せ
ん
と
あ
か
し
く
ら
す
。

⑵
＊ 

ひ
か
し
に
三
十
余
丈
に
し
ろ
か
ね
の
山
を
つ
か
せ
て
は
、
こ
か
ね
の
日
輪
を

い
た
さ
れ
た
り
、
西
に
三
十
余
丈
に
こ
か
ね
の
山
を
つ
か
せ
て
は
、
し
ろ
か

ね
の
月
輪
を
出
さ
れ
た
り
。

⑶
＊
の
め
は
か
ん
ろ
も
か
く
や
ら
ん
と

⑷
＊ 

寿
命
は
千
代
そ
と
き
く
の
さ
け

⑸
＊ 

我
や
と
の
〳
〵
菊
の
し
ら
露
け
ふ
こ
と
に
い
く
世
つ
も
り
て
渕
と
な
る
ら
ん

利
用
さ
れ
た
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
詞
章
が
ど
の
底
本
に
基
づ
く
か
は
断
定
し
か
ね
る

が
、
落
合
博
志
が
考
察
し
た
八
つ
の
活
字
本
に
あ
る
『
邯
鄲
』（
12
）
と
比
較
し
な
が
ら
、

『
鴻
山
文
庫
の
研
究　

謡
本
の
部
』
の
書
誌
的
考
察
も
考
慮
し
つ
つ
、
底
本
の
検
討

を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
や
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
鈔
写
謡
本
と
版
行
謡
本
の
影

印
を
活
用
し
、
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
、
堀
池
父
子
節
付
観
世
流
謡
、
光
悦
謡

本
上
製
本
、
光
悦
謡
本
特
製
本
、
光
悦
謡
本
色
替
り
本
、
寛
永
卯
月
本
、
宝
生
流
現

行
謡
本
、
吉
川
家
旧
蔵
車
屋
本
、
下
掛
り
三
流
諸
本
を
参
照
し
て
考
察
し
て
み
た
。

諸
本
に
お
い
て
、⑴
＊
で
は
「
ろ
せ
い
と
い
へ
る
も
の
」
と
「
ろ
せ
い
と
も
う
す
も
の
」

と
、「
こ
れ
は
し
ょ
く
の
く
に
…
」
と
「
抑
こ
れ
は
し
ょ
く
の
く
に
…
」
と
の
差
異

が
あ
り
、
⑵
＊
で
は
「
月
輪
」
と
「
月
光
」
と
の
異
同
が
あ
り
、
ま
た
⑸
＊
で
は
「
ふ

ち
」と「
渕
」の
区
別
が
あ
る
。
そ
う
し
た
差
異
を
含
め
て
考
察
し
た
結
果
、黒
本『
初

夢
』
の
詞
章
と
最
も
合
致
し
て
い
る
も
の
は
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
書
に
あ
る
謡
曲
の
詞
章
は
室
町
時
代
後
期
の
観
世
元
頼
系
統
の
章
句
本
、

も
し
く
は
そ
の
系
統
を
汲
む
謡
本
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黒
本
『
初
夢
』
で
は
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
詞
章
の
利
用
が
多
数
見
受

け
ら
れ
る
。
併
せ
て
十
二
丁
裏
か
ら
十
四
丁
表
に
か
け
て
、
上
述
の
詞
章
が
挿
絵
の

形
で
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
点
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
謡
曲
『
邯
鄲
』

の
要
素
を
挿
絵
に
溶
け
込
ま
せ
る
手
法
も
用
い
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
十
一
丁
裏
の
右

下
に
「
不
老
門
」、
十
二
丁
裏
の
右
上
に
「
長
生
殿
」、
十
二
丁
表
の
左
上
に
「
阿

房
殿
」
と
書
か
れ
る
看
板
が
あ
る
。
こ
れ
は
謡
曲
『
邯
鄲
』
に
あ
る
宏
大
な
宮
殿
を

描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
十
三
丁
裏
・
十
四
丁
表
に
描
か
れ
た
、
菊
の
園

で
菊
の
宴
を
催
す
風
景
は
ま
さ
し
く
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
詞
章
、「
菊
の
盃
。
と
り
ど

り
に
い
ざ
や
飲
も
う
よ
。
廻
れ
や
盃
の
。
〳
〵
。
流
れ
は
菊
水
の
流
に
引
か
れ
た
と

く
過
ぐ
れ
ば
」
の
絵
画
化
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

い
っ
ぽ
う
、
本
文
に
は
謡
曲
『
邯
鄲
』
に
な
い
要
素
や
筋
も
混
在
し
て
い
る
。

十
一
丁
裏
・
十
二
丁
表
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

○ 
（
十
一
丁
裏
）
す
て
に
ろ
せ
い
そ
こ
く
の
大
わ
う
に
な
り
し
か
ば
、
く
に
〴
〵

よ
り
み
つ
き
も
の
を
さ
ゝ
げ
そ
ん
け
う
す
る
。
め
し
に
よ
つ
て
さ
ん
だ
い
仕
る
。

わ
た
く
し
は
ろ
の
く
に
の
も
の
て
こ
さ
り
ま
す
。
つ
ぎ
は
ゑ
の
く
に
、
ご
の
く

に
、
し
ん
の
國
、
さ
て
ぎ
の
く
に
。

○ 

（
十
二
丁
表
）
ろ
せ
い
は
一
天
ば
ん
じ
や
う
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り
、
そ
わ
う
の

御
娘
と
か
い
ら
う
と
う
け
つ
の
か
た
ら
ひ
を
な
し
、
さ
か
へ
け
る
。
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六
国
が
来
朝
し
、
貢
ぎ
物
を
捧
げ
る
と
い
う
筋
は
、『
太
平
記
』
の
黄
粱
夢
故
事

の
独
自
な
描
写
、
す
な
わ
ち
「
蛮
夷
率
服
し
、
諸
侯
の
来
朝
す
る
事
、
只
秦
の
始
皇

の
六
国
を
合
、
漢
の
文
恵
の
九
夷
を
随
へ
し
に
異
な
ら
ず
」
に
基
づ
き
、
潤
色
を
加

え
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
楚
王
の
娘
を
娶
る
こ
と
も
同
様
に
、「
第

一
の
姫
宮
を
客
に
妻
せ
給
ひ
け
れ
ば
」
に
依
拠
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
内
容
を
踏
襲
し
た
上
で
、『
太

平
記
』
の
黄
粱
夢
故
事
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
結
論
か
ら

言
え
ば
、
近
松
浄
瑠
璃
の
詞
章
の
引
用
、
ま
た
そ
の
引
用
内
容
を
描
い
た
挿
絵
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
と
っ
て
よ
り
想
像
し
や
す
い
形
で
謡
曲
『
邯

鄲
』
を
表
現
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
丁
裏
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

○ 

（
三
丁
裏
）ま
づ
〳
〵
し
や
う
ぞ
く
を
お
め
し
な
さ
れ
ま
せ
。ふ
た
へ
の
に
し
き
、

ひ
の
し
や
う
ぞ
く
、
し
よ
ほ
う
の
か
ん
む
り
、
か
も
ん
の
く
つ
、
さ
ん
ご
こ
は

く
の
玉
の
を
び
、
ば
く
や
の
け
ん
。
ま
づ
こ
れ
で
ご
さ
り
ま
す
。

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
国
性
爺
合
戦
」（
正
徳
五
〈
一
七
一
五
〉
年
大
阪
竹

本
座
に
て
初
演
）
の
三
段
目
に
、

 
 

武
運
開
く
る
唐
櫃
の
、
二
重
の
錦
羅
綾
の
袂
緋
の
装
束
、
章
甫
の
冠
花
紋
の
沓
、

珊
瑚
琥
珀
の
石
の
帯
莫
耶
の
剣
黄
金
を
み
が
き
、
絹
傘
さ
つ
と
さ
し
か
く
れ
ば
、

〈
略
〉

と
あ
り
、
和
藤
内
が
延
平
国
王
性
爺
鄭
成
功
と
号
し
て
装
束
を
召
す
場
面
の
文
句
が

そ
の
典
拠
と
な
る
。
ま
た
、
十
二
丁
表
に
、

○ 

（
十
二
丁
表
）
く
わ
げ
ん
け
い
し
び
ん
せ
き
、
め
ん
か
う
ふ
は
い
の
玉
、
さ
ん

こ
の
枝
を
り
、
ふ
ら
う
ふ
し
の
酒
、
い
ろ
〳
〵
の
さ
ゝ
げ
も
の

と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
典
拠
は
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
大
職
冠
」（
正
徳
元

〈
一
七
一
一
〉
年
大
阪
竹
本
座
に
て
初
演
）
に
あ
る
。

 
 

唐
朝
に
伝
は
る
花
原
磬
泗
浜
石
。
面
向
不
背
の
玉
此
三
つ
の
宝
を
。
結
納
の
引

出
物
に
て
和
国
に
渡
し
。
姫
を
迎
へ
取
る
べ
し
と
の
返
牒
也
。

唐
朝
も
く
し
は
明
国
を
舞
台
と
す
る
両
作
の
詞
章
は
、
中
国
故
事
の
「
邯
鄲
の
夢
」

を
表
現
す
る
良
き
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
、

こ
れ
ら
の
詞
章
と
そ
れ
に
伴
う
挿
絵
が
「
邯
鄲
の
夢
」
の
先
行
作
に
あ
る
筋
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
読
み
手
に
浄
瑠
璃
の
芸
を
想
起
さ
せ
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

和
藤
内
が
延
平
国
王
性
爺
鄭
成
功
と
号
す
る
こ
と
は
盧
生
が
楚
王
に
な
る
こ
と
と
類

似
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
通
じ
て
和
藤
内
が
装
束
を
召
す
場
面
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

蘆
生
が
楚
王
の
装
束
を
召
す
こ
と
を
、読
者
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
な
お
、「
大
職
冠
」

の
場
合
も
ま
た
、
中
臣
鎌
足
の
娘
を
迎
え
る
こ
と
と
楚
王
の
娘
を
娶
る
こ
と
は
類
似

し
て
い
る
。
婚
礼
の
引
出
物
を
渡
す
た
め
に
万
戸
将
軍
が
日
本
に
渡
っ
て
き
た
筋
と
、

諸
侯
の
来
朝
と
い
う
『
太
平
記
』
の
筋
に
基
づ
き
、
結
婚
お
祝
い
の
捧
げ
物
を
献
上

す
る
た
め
に
六
国
が
来
朝
す
る
と
い
う
潤
色
を
加
え
た
当
該
作
の
設
定
と
は
、
対
照

的
な
が
ら
も
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、黒
本
『
初
夢
』
の
な
か
で
『
太
平
記
』
黄
粱
夢
事
や
謡
曲
『
邯
鄲
』、

近
松
浄
瑠
璃
を
取
り
入
れ
た
の
は
、「
邯
鄲
の
夢
」
の
故
事
の
本
筋
を
保
持
し
つ
つ
も
、

異
国
を
舞
台
と
す
る
浄
瑠
璃
の
詞
章
と
そ
れ
を
描
く
挿
絵
を
持
ち
込
み
、
類
似
点
の

あ
る
人
物
や
筋
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
読
み
手
に
浄
瑠
璃
の
舞
台
を
想
起
さ
せ
、

唐
人
の
邯
鄲
の
夢
の
世
界
を
よ
り
想
像
さ
せ
や
す
く
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

四
．
唐
人
行
列
の
利
用

次
に
、挿
絵
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
中
村
幸
彦
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、黒
本
『
初
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夢
』
は
「
全
体
の
唐
風
の
絵
が
、
第
一
の
見
所
、
お
ど
け
た
書
入
の
多
い
、
盧
生
を

迎
え
の
行
列
が
、
六
丁
分
に
も
渡
っ
て
い
る
（
13
）」。
謡
曲
『
邯
鄲
』
で
は
、
楚
国

よ
り
勅
使
が
迎
え
に
来
て
、
盧
生
を
御
輿
に
乗
せ
る
と
、
話
が
突
然
楚
国
の
宮
殿
の

描
写
へ
と
飛
ぶ
。
黒
本
『
初
夢
』
の
作
者
は
、
そ
の
間
に
あ
る
物
語
展
開
の
可
能
性

を
踏
ま
え
、
迎
え
の
行
列
を
配
置
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
黒
本
『
初
夢
』

の
行
列
の
場
面
は
何
を
参
照
し
て
創
作
し
た
の
か
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝

行
列
、
琉
球
使
節
来
朝
行
列
、
そ
し
て
祭
礼
行
列
に
朝
鮮
通
信
使
来
朝
行
列
を
真
似

す
る
仮
装
行
列
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
中
村
幸
彦
の
見
解
を
踏
ま
え
た

上
で
、
琉
球
使
節
来
朝
行
列
で
は
な
く
、
朝
鮮
通
信
使
行
列
を
真
似
す
る
仮
装
行
列

で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
黒
本
『
初
夢
』
の
唐
人
行
列
に
は
、
当
時
の
琉
球
使
節
行
列
の
旗
で
は

な
く
、
朝
鮮
通
信
使
の
特
徴
を
有
し
た
旗
が
数
本
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
四
丁
表
、

五
丁
裏
に
「
清
道
」
と
書
か
れ
る
先
頭
を
切
る
「
清
道
旗
」
と
、
四
丁
表
、
六
丁
裏

に
昇
龍
を
描
く
形
名
旗
と
、
七
丁
表
に
「
巡
視
」
と
書
か
れ
る
「
巡
視
旗
」
と
、
七

丁
裏
に
「
令
」
と
書
か
れ
る
令
旗
な
ど
で
あ
る
（
14
）。
特
に
、
形
名
旗
は
琉
球
使
節

の
旗
と
は
著
し
く
異
な
る
。
横
山
學
は
、
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
の
朝
鮮
通
信
使

の
渡
来
を
控
え
、
ま
た
朝
鮮
と
琉
球
の
格
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
幕
府

は
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
度
の
琉
球
使
節
と
朝
鮮
通
信
使
へ
の
待
遇
の
違
い
を
設

け
た
（
15
）
と
指
摘
す
る
。
留
意
し
た
い
の
は
、
朝
鮮
通
信
使
は
一
対
の
「
龍
旗
」
を

使
用
す
る
が
、
宝
永
七
年
以
降
の
賀
慶
使
・
謝
恩
使
の
行
列
で
は
、
本
来
寛
文

（
一
六
七
一
）
年
度
の
「
龍
旗
」「
寅
旗
」
各
一
本
か
ら
一
対
の
「
寅
旗
」
に
な
っ

た
（
16
）
と
い
う
点
で
あ
る
。
黒
本
『
初
夢
』
で
は
「
寅
旗
」
が
な
く
、「
龍
旗
」
が

あ
る
た
め
、
琉
球
使
節
来
朝
行
列
を
も
と
に
制
作
し
た
可
能
性
が
低
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝
行
列
の
影
響
か
、
そ
れ
を
真
似
す
る
仮
装
行
列
の
影
響

な
の
か
、
こ
こ
で
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
行
列
に
琉
球
使
節
や
朝
鮮
通
信
使
行
列
に
い
な
い
人
物
の
登
場
を
指

摘
す
る
こ
と
で
、
論
証
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
十
一
丁
表
に
馬
に
乗
り
煙
管
で
煙

草
を
吸
う
人
が
登
場
す
る
。
鞍
の
後
ろ
に
は
鶏
と
豚
の
よ
う
な
動
物
が
置
か
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
近
く
に
は
「
こ
れ
は
そ
こ
く
の
か
た
わ
ら
に
す
む
た
い
所
た
う
じ
ん
に

て
候
」
と
い
う
地
の
文
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
物
は
台
所
唐
人
（「
賄
唐
人
」

と
も
い
う
）
で
あ
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
 

朝
鮮
通
信
使
が
来
日
す
る
と
、〈
略
〉
下
官
た
ち
は
米
・
味
噌
・
醤
油
な
ど
現

物
で
支
給
さ
れ
た
の
で
、
物
々
交
換
に
よ
っ
て
足
り
な
い
分
を
入
手
し
、
宿
泊

の
寺
な
ど
で
自
炊
し
た
。
そ
う
い
う
交
換
を
す
る
人
を
、
日
本
人
が
や
が
て
祭

り
の
「
賄
い
唐
人
」
と
呼
ぶ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
立
て

る
よ
う
に
な
っ
た
（
17
）。

さ
ら
に
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
は
、「
賄
い
唐
人
は
い
つ
祭
り
に
取
り
入
れ
た
か
は
定

か
で
な
い
が
、
図
像
と
し
て
の
初
見
は
英
一
蝶
に
よ
る
「
賄
い
唐
人
（
18
）」
で
あ
ろ

う
（
19
）」
と
述
べ
る
。
た
と
え
ば
「
土
浦
御
祭
礼
之
図
」
に
、
鞍
の
付
近
の
籠
に
兎

が
置
か
れ
、馬
上
に
生
肉
を
食
べ
て
い
る
唐
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
20
）。
つ
ま
り
、

台
所
唐
人
は
朝
鮮
の
肉
食
の
食
文
化
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
仮
装
行
列
に
設
置
さ
れ

た
、
朝
通
信
使
行
列
に
実
在
し
な
い
人
物
な
の
で
あ
る
。

賄
い
唐
人
の
ほ
か
に
は
、
七
丁
裏
に
「
わ
し
は
た
う
じ
ん
の
ゑ
ま
う
り
だ
が
。
百

で
や
と
は
れ
て
き
ま
し
た
」
と
い
う
一
文
か
ら
「
唐
人
の
絵
馬
売
り
」
が
登
場
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
唐
人
の
扮
装
を
し
て
唐
人
行
列
を
描
く
絵
馬
を
売
る
人

を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
21
）。

そ
の
ほ
か
、
黒
本
『
初
夢
』
の
作
者
は
さ
ら
に
輿
車
、
文
官
武
官
、
儀
式
用
武
具
、

路
次
楽
、
小
童
な
ど
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝
行
列
と
共
通
す
る
様
々
な
要
素
を
加
え
た
。

黒
本
『
初
夢
』
で
は
祭
礼
に
あ
る
仮
装
行
列
を
は
じ
め
、
朝
鮮
通
信
使
行
列
の
影
響

を
受
け
て
生
ま
れ
た
種
々
な
風
俗
が
意
欲
的
に
持
ち
込
ま
れ
、
賑
や
か
な
唐
人
が

揃
っ
た
パ
レ
ー
ド
が
再
現
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
．「
唐
人
の
」
邯
鄲
の
夢

本
節
に
入
る
前
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。「
国
性
爺
合
戦
」「
大

職
冠
」
が
唐
朝
、
明
国
を
舞
台
と
し
、「
邯
鄲
の
夢
」
の
先
行
作
の
筋
と
類
似
す
る

点
が
あ
る
た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
通
信
使
行
列
を
模
倣
す

る
仮
装
行
列
は
何
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、

ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
の
指
摘
で
あ
る
。

 
 

江
戸
中
・
後
期
ま
で
に
、
近
世
初
頭
に
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
た
「
韓
・

朝
鮮
・
高
麗
」「
琉
球
」「
明
・
清
」
や
、
南
蛮
・
紅
毛
の
欧
米
人
が
、
元
々
朝

鮮
通
信
使
の
真
似
を
す
る
祭
礼
を
媒
介
し
て
、
全
世
界
の
異
国
人
を
総
括
し
て
、

「
唐
人
」
と
呼
ぶ
様
に
な
っ
た
（
22
）。

朝
鮮
通
信
使
↓
祭
礼
の
唐
人
行
列
↓
唐
人
↓
明
・
清
人
と
い
う
よ
う
に
、
朝
鮮
通

信
使
来
朝
行
列
が
起
源
と
さ
れ
る
唐
人
行
列
は
媒
介
と
し
て
、
明
・
清
人
に
辿
り
着

き
、
中
国
故
事
の
「
邯
鄲
の
夢
」
と
接
点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
の
推
論
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、「
国
性
爺
合
戦
」「
大
職
冠
」

の
利
用
も
見
直
す
余
地
が
あ
る
。
例
え
ば
黒
石
陽
子
は
、
十
八
世
紀
に
大
阪
で
上
演

さ
れ
た
義
太
夫
節
の
な
か
で
東
ア
ジ
ア
を
扱
っ
た
作
品
を
挙
げ
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝

や
異
国
へ
の
関
心
が
注
が
れ
た
浄
瑠
璃
の
制
作
の
経
緯
を
実
証
し
、
正
徳
元

（
一
七
一
一
）
年
の
朝
鮮
通
信
使
来
朝
を
当
て
込
ん
で
制
作
し
た
近
松
作
の
「
大
職

冠
」 （
23
）
の
影
響
の
大
き
さ
と
、
同
じ
く
近
松
作
の
「
国
性
爺
合
戦
」（
一
七
一
五
）

の
大
当
た
り
の
影
響
の
大
き
さ
を
も
指
摘
し
た
（
24
）。
実
際
に
は
、
こ
う
し
た
人
形

浄
瑠
璃
の
中
で
は
中
国
を
異
国
と
し
て
登
場
さ
せ
、
な
お
か
つ
朝
鮮
通
信
使
と
い
う

素
材
は
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
原
道
生
、
朴
麗
玉
（
25
）
は
、
特
に

「
国
性
爺
合
戦
」「
大
職
冠
」
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

ま
た
、「
国
性
爺
合
戦
」
を
利
用
し
た
と
見
ら
れ
る
黒
本
『
初
夢
』
の
一
カ
所
に

つ
い
て
補
足
す
る
。
十
丁
表
に
次
の
よ
う
な
一
句
が
あ
る
。

○ 

（
十
丁
表
）
ば
ん
の
れ
う
り
は
、
り
う
が
ん
に
く
の
め
し
、
し
る
は
ふ
た
の
こ

く
し
や
う
、
ひ
つ
じ
の
は
ま
や
き
で
あ
ら
ふ
。

こ
の
一
句
の
典
拠
は
「
国
性
爺
合
戦
」
三
段
目
に
あ
る
。

 
 

い
や
申
し
如
在
も
な
う
お
料
理
も
念
入
り
・
龍
眼
肉
の
お
飯
・
お
汁
は
鶩
の
油

揚
・
豚
の
濃
漿
・
羊
の
浜
焼
き
・
牛
の
蒲
鉾
、
さ
ま
〴
〵
に
し
て
あ
げ
て
も
、

な
う
い
ま
〳
〵
し
い

興
味
深
い
こ
と
に
、『
朝
鮮
人
来
朝
物
語
』（
京
寺
町
松
原
上
ル
町　

菊
屋
七
郎
兵

衛
板　

延
享
五
〈
一
七
四
八
〉
年
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）（
26
）
に
も
類
似
す

る
表
現
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
享
五
年
の
『
朝
鮮
人
来
朝
物
語
』
の
最
後
に
、
海
上

の
船
、
調
理
の
場
、
耳
塚
、
富
士
山
、
将
軍
謁
見
な
ど
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝
行
列
の

道
中
見
聞
や
暮
ら
し
の
場
面
を
描
く
挿
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
大
阪
宿

津
村
御
堂
だ
い
所
の
図
」
に
調
理
の
場
面
が
描
か
れ
た
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
文
が

あ
る
。

 

ひ
つ
じ
の
は
ま
や
き
を
す
る

 

ぶ
た
は
こ
く
し
や
う
に
い
た
し
さ
る
は
お
す
い
も
の
に
い
た
そ
う

 

此
に
は
と
り
は
お
め
し
に
せ
ふ

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
通
信
使
一
行
の
料
理
と
浄
瑠
璃
「
国
性
爺
合
戦
」
に
お
け
る

唐
人
の
料
理
は
、
類
似
す
る
描
写
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
両

者
の
影
響
関
係
は
断
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
唐
人
」
と
朝
鮮
通
信
使
と
の

間
に
、
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
国
性
爺

合
戦
」
の
鳥
獣
肉
料
理
は
、
朝
鮮
通
信
使
に
お
け
る
朝
鮮
の
食
文
化
（
27
）
に
由
来
す

る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
黒
本
『
初
夢
』
の
唐
人
行
列
と
異
国
を
舞
台
と

す
る
浄
瑠
璃
の
内
容
は
、
と
も
に
朝
鮮
通
信
使
と
関
わ
り
な
が
ら
も
、
朝
鮮
通
信
使

の
範
疇
を
こ
え
て
、
異
国
人
を
描
出
す
る
要
素
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
異
国
人
た
る
者
は
、
当
時
「
唐
人
」
と
い
う
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
つ
ま
り

作
者
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
影
響
を
受
け
て
形
成
し
た
舞
台
や
パ
レ
ー
ド
を
生
か
し
、

唐
人
の
大
き
な
夢
の
世
界
を
創
っ
た
の
で
あ
る
。

六
．
見
世
物
と
し
て
の
唐
人
の
夢

さ
て
、「
唐
人
の
」
邯
鄲
の
夢
を
描
く
こ
と
で
、
作
者
は
ど
の
よ
う
な
夢
の
世
界

へ
と
読
者
を
み
ち
び
く
つ
も
り
だ
ろ
う
か
。
本
文
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

○ 

（
三
丁
裏
）
此
い
し
や
う
を
き
た
ら
、
ど
ふ
も
身
い
こ
か
し
が
な
り
ま
す
ま
い
。

こ
れ
は
ど
ふ
し
て
き
ま
す
、
何
、
か
ん
む
り
と
は
、
お
か
し
い
も
の
だ
。

○ 

（
四
丁
裏
）
さ
て
〳
〵
き
の
つ
ま
る
事
じ
や
、
た
ぶ
ん
こ
れ
で
ゐ
る
の
か
、
ち

つ
と
待
給
へ
、
小
べ
ん
を
い
た
し
た
い
。

○ 

（
四
丁
裏
・
五
丁
裏
）
ど
ふ
や
ら
た
う
ふ
う
の
四
だ
ん
め
の
だ
六
が
大
み
や
う

に
な
る
や
う
だ
。
こ
れ
か
ら
八
ま
ん
大
わ
う
だ
。

蘆
生
が
国
王
と
な
り
、
楚
王
の
装
束
を
召
す
場
面
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
「
国
性

爺
合
戦
」
の
和
藤
内
の
凛
々
と
し
た
姿
と
裏
腹
に
、
黒
本
『
初
夢
』
で
は
蘆
生
が
つ

ぶ
や
い
た
卑
語
に
、
前
述
し
た
「
小
野
道
風
青
柳
硯
」
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
貧
乏
だ
っ
た
大
工
独
鈷
の
駄
六
が
突
然
大
名
に
立
て
ら
れ
た
と

き
の
馴
れ
ぬ
大
名
姿
に
見
立
て
る
こ
と
を
通
じ
て
、
貧
乏
だ
っ
た
蘆
生
が
突
然
楚
王

に
な
っ
た
と
き
の
可
笑
し
な
姿
を
描
出
し
た
の
で
あ
る
。

○ 

（
五
丁
表
）
八
百
や
が
こ
く
王
に
な
る
と
は
、
や
を
よ
ろ
づ
の
か
み
さ
ん
た
ち

と
お
た
の
し
み
で
あ
ら
ふ
。

こ
の
一
句
で
は
、「
か
み
さ
ん
」
は
「
上
さ
ん
」
の
意
に
通
じ
、「
お
た
の
し
み
」

は
「
御
楽
」
で
あ
り
、
男
女
の
仲
が
よ
い
こ
と
を
ひ
や
か
し
て
い
う
語
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
性
的
な
仄
め
か
し
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

○ 

（
六
丁
表
）
め
し
に
よ
つ
て
の
お
ん
と
も
、
あ
づ
き
め
し
や
い
も
め
し
や
に
わ

と
り
め
し
な
ら
、
し
ご
く
て
ん
。
め
し
づ
く
し
を
い
ふ
な
。
は
ら
が
し
や
う

〳
〵
の
よ
る
の
あ
め
で
も
、
へ
い
さ
の
ら
く
が
ん
で
も
か
ふ
て
た
べ
う
。

小
豆
飯
、
芋
飯
と
鶏
飯
を
言
い
連
ね
る
唐
人
に
対
し
て
、
相
手
は
「
飯
尽
く
し
を

言
う
な
」
と
怒
り
、「
瀟
湘
の
夜
の
雨
で
も
、平
砂
の
落
雁
で
も
買
う
て
食
べ
う
」
と
、

瀟
湘
八
景
を
も
じ
り
な
が
ら
、「
落
雁
」
と
い
う
朝
鮮
通
信
使
の
饗
応
（
28
）
に
出
さ

れ
た
菓
子
を
混
ぜ
込
ん
で
言
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

○ 

（
十
一
丁
裏
）
め
し
に
よ
つ
て
さ
ん
だ
い
仕
る
。

「
め
し
」
は
地
口
で
「
召
し
」
で
も
「
飯
」
で
も
意
味
す
る
。
六
丁
表
の
例
と
合

わ
せ
て
見
る
と
、
こ
の
二
点
は
と
も
に
朝
鮮
通
信
使
の
饗
応
を
語
り
草
と
し
て
用
い

る
表
現
と
な
る
。

○ 

（
八
丁
表
）
く
わ
げ
ん
を
し
よ
ま
う
〳
〵
、
ば
ん
に
し
の
ば
ゝ
、
あ
み
笠
か
ぶ

つ
て
し
の
ば
ん
せ
、
人
が
と
が
む
る
な
ら
ば
、
ま
つ
は
ら
お
さ
ん
と
い
は
し
や

ん
せ
、
き
つ
ね
が
三
び
き
を
が
七
つ
、
ひ
う
ど
ろ
〳
〵
ど
ん
〳
〵
ち
ゃ
ん
〳
〵

ぶ
う
〳
〵
〳
〵
。

「
編
笠
被
っ
て
忍
ば
ん
せ
、
人
が
と
が
む
る
な
ら
ば
、
ま
つ
は
ら
お
さ
ん
と
い
は

し
や
ん
せ
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
歌
謡
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
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今
宵
忍
ぶ
な
ア
ら
、
蓑
着
て
笠
着
て
、
忍
ば
ん
せ
。
人
が
咎
め
た
ア
ら
、
筍
堀
や

と
い
は
し
ヤ
ん
せ
。（
越
前
国
大
野
郡
勝
山
町
）（
29
）」

こ
の
よ
う
な
類
似
は
偶
然
で
は
な
く
、
恐
ら
く
宝
暦
年
間
で
は
こ
の
種
の
小
歌
の

流
行
が
既
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
黒
本
『
初
夢
』
で
は
こ
う
し
た
流
行
歌
を

も
じ
っ
て
、
笠
子
帽
を
被
っ
て
い
る
唐
人
を
、
編
み
笠
を
被
っ
て
忍
び
会
う
男
に

見
立
て
、
唐
人
を
茶
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
「
き
つ
ね
が
三
び
き
を
が

七
つ
」
一
句
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
談
義
本
『
風
流
志
道
軒
伝
』（
風
来
山
人
・
宝

暦
十
三
年
）
に
「
扨
は
魑
魅
魍
魎
の
し
は
ざ
か
、
又
は
日
本
に
て
は
や
る
と
聞
、
姫

路
に
お
さ
か
べ
赤
手
の
ご
ひ
、
狸
の
き
ん
玉
八
畳
敷
、
狐
が
三
疋
尾
が
七
ッ
の
類
な

ら
ば
、
打
も
の
わ
ざ
に
て
か
な
ふ
ま
じ
（
30
）」
と
あ
り
、
宝
暦
年
間
に
は
こ
の
よ
う

な
妖
怪
話
が
流
行
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
黒
本
『
初
夢
』
で
は
さ
ら
に
「
ひ
う
ど

ろ
〳
〵
ど
ん
〳
〵
ち
ゃ
ん
〳
〵
ぶ
う
〳
〵
〳
〵
」
を
付
け
加
え
た
。
こ
れ
は
本
来
唐

人
行
列
の
路
次
楽
を
表
し
て
い
る
が
、「
ひ
う
ど
ろ
ど
ろ
」
は
前
の
魑
魅
魍
魎
を
あ

ら
わ
す
言
葉
と
合
わ
せ
て
、
幽
霊
な
ど
が
登
場
す
る
際
の
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
を
想

起
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夜
に
忍
ぶ
男
・
笠
帽
子
を
被
る
唐
人
・
夜
に
出
没
す
る

幽
霊
と
い
う
よ
う
な
連
想
が
で
き
、
笠
帽
子
を
被
り
、
路
次
楽
を
演
奏
す
る
唐
人
を

茶
化
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

○ 

（
十
丁
裏
）
わ
た
し
は
ろ
せ
い
さ
ん
と
わ
け
の
有
お
と
ゝ
で
ご
さ
ん
す
。
う
り

の
か
わ
を
く
へ
ば
、
し
か
ら
れ
る
中
で
ご
さ
ん
す
。

○ 

（
十
丁
裏
）
こ
し
ょ
う
吉
三
も
わ
し
が
よ
う
な
き
や
う
で
は
有
ま
い
。
ほ
ん
に

小
姓
の
そ
う
ほ
ん
じ
て
ご
さ
ん
す
わ
い
な
ハ
ア
〳
〵
。

朝
鮮
通
信
使
一
行
に
小ソ

童ド
ン

と
呼
ば
れ
る
未
婚
の
青
年
が
い
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ

は
、

 
 

こ
れ
ら
の
小
童
は
、狩
野
探
幽
の『
東
照
社
縁
起
絵
巻
』（
寛
永
十
七〈
一
六
四
〇
〉

年
）
以
来
、
見
物
人
の
関
心
を
集
め
、
ま
た
絵
師
は
美
女
の
麗
し
い
美
貌
と
髪

型
で
描
き
が
ち
で
あ
っ
た
（
31
）。

と
解
釈
し
た
。「
わ
け
の
あ
る
お
と
と
」
と
は
、情
交
関
係
を
も
つ
弟
の
こ
と
で
あ
る
。

「
う
り
の
か
わ
を
く
へ
ば
、
し
か
ら
れ
る
」
は
「
若
衆
瓜
の
皮
食
わ
な
い
か
」
と
い

う
男
色
の
相
手
を
し
て
い
る
と
し
て
、
少
年
を
か
ら
か
う
語
か
ら
来
て
い
る
。
ま
た

「
こ
し
ょ
う
吉
三
」
は
お
そ
ら
く
お
七
吉
三
物
で
登
場
す
る
美
少
年
寺
小
姓
吉
三
郎

の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
通
信
使
の
美
少
年
は
江
戸
の
男
色
文
化
や
、

歌
舞
伎
で
登
場
す
る
美
少
年
と
つ
な
が
り
、
揶
揄
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
。

○ 

（
七
丁
表
）
あ
ん
ま
り
ひ
や
う
は
く
を
い
ふ
な
。
た
う
じ
ん
や
う
で
し
や
う
ぼ

く
き
こ
え
ぬ
。

○ 

（
七
丁
裏
）
ば
か
な
つ
ら
な
け
た
う
じ
ん
だ
か
。

○ 

（
九
丁
表
）
あ
ん
ま
り
た
う
じ
ん
共
が
ば
か
を
つ
く
し
ま
す
。
ち
と
し
づ
か
に

い
た
す
や
う
に
申
付
ま
し
た
ら
よ
ふ
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
。

○ 

（
十
一
丁
表
）
此
度
ろ
せ
い
の
御
と
も
し
て
参
り
候
と
は
。
い
や
は
や
し
や
ら

く
さ
い
。

右
の
通
り
、
直
接
唐
人
を
嘲
笑
う
表
現
も
散
見
さ
れ
る
。
異
国
の
舞
台
と
パ
レ
ー

ド
を
通
じ
て
辛
う
じ
て
創
り
上
げ
ら
れ
た
唐
人
の
夢
の
世
界
が
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、

そ
し
て
流
行
唄
と
当
時
の
風
俗
に
基
づ
く
地
口
、
茶
化
し
な
ど
の
利
用
で
「
邯
鄲
の

夢
」
の
故
事
の
本
筋
か
ら
逸
れ
て
い
た
。
し
か
し
邯
鄲
の
夢
を
戯
作
に
適
し
た
も
の

に
改
変
す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
邯
鄲
の
夢
の
故
事
に
無
い
、
朝
鮮
通
信

使
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
唐
人
を
嘲
笑
う
地
口
や
茶
化
し
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
当
時

の
唐
人
の
位
相
に
つ
い
て
、
池
内
敏
の
論
説
を
挙
げ
る
。
池
内
敏
は
画
像
史
料
の
分

析
を
通
じ
て「
唐
人
」の
姿
を
見
出
す
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
と
倉
地
克
直
の
論
説
を
挙
げ
、
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近
世
の
民
衆
は
「
無
髭
・
月
代
と
い
う
、
毛
髪
の
少
な
い
自
己
民
族
像
」
の
反
転
像

と
し
て
の
コ
ー
ド
画
を
通
じ
て
「
唐
人
」
を
認
識
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
祭
礼
行
列

に
あ
る
唐
人
行
列
は
、
た
だ
仮
装
す
る
こ
と
で
非
日
常
性
を
創
り
出
す
こ
と
に
と
ど

ま
り
、
そ
こ
か
ら
近
世
の
民
衆
の
対
外
認
識
を
見
出
し
に
く
い
（
32
）
と
述
べ
た
。
な

お
、
池
内
敏
は
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
筋
立
て
の
な
か
に
異
国
・
異
国
人
の
要
素
が
含

ま
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
こ
う
し
た
演
劇
を
観
賞
し
た
者
は
、「
武
威
」
の
日
本

と
い
う
「
ウ
チ
」
の
意
識
や
唐
人
の
概
念
を
形
成
し
、
そ
し
て
朝
鮮
な
ど
異
国
と
い

う「
ソ
ト
」の
関
係
か
ら
、相
対
的
な
意
味
で
の「
日
本
人
」意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
（
33
）
と
も
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
唐
人
像
は
「
ウ
チ
・
日
本
人
」
と
対
置

さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
近
世
の
民
衆
は
「
ウ
チ
・
日
本
人
」
と
対
置
さ
れ
る
唐
人
を
創
造
し
、

唐
人
の
物
語
に
よ
っ
て
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

黒
本
『
初
夢
』
は
そ
れ
を
生
か
し
て
、近
世
文
芸
、風
俗
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
「
ソ
ト
」

の
異
国
イ
メ
ー
ジ
を
見
世
物
に
し
、「
ウ
チ
」
の
眼
差
し
で
捉
え
た
こ
と
で
戯
作
の

笑
い
を
醸
し
出
し
た
。
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
黒
本
『
初
夢
』
は
、
非
日
常
的
な
唐
人

の
持
つ
滑
稽
さ
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
江
戸
の
読
者
に
唐
人
な
ら
で
は
の
笑
い
を
も

た
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
。

七
．
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
黒
本
『
初
夢
か
ん
た
ん
の
枕
』
を
異
国
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
視
点

か
ら
論
じ
て
き
た
。
黒
本『
初
夢
』は
、歓
楽
の
夢
を
色
里
の
夢
に
書
き
替
え
た『
金
々

先
生
栄
花
夢
』
な
ど
の
よ
う
な
諸
作
品
と
は
、
全
く
異
な
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

黒
本
『
初
夢
』
は
、
十
七
、十
八
世
紀
に
江
戸
の
人
が
見
た
朝
鮮
通
信
使
行
列
に

触
発
さ
れ
て
流
行
し
た
唐
人
の
仮
装
行
列
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
、
近
松
浄
瑠
璃

「
大
職
冠
」「
国
性
爺
合
戦
」
の
詞
章
を
利
用
し
、
多
く
の
近
世
文
芸
や
風
俗
な
ど
を

借
り
て
戯
け
た
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
結
果
、
邯
鄲
の
夢
は
唐
人
、
唐
人
行
列
を
通
し

て
見
世
物
に
さ
れ
、
読
者
に
唐
人
な
ら
で
は
の
笑
い
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
な
が
ら
も
、
黒
本
『
初
夢
』
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
朝

が
も
た
ら
し
た
異
国
へ
の
関
心
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
の
風
俗

や
文
化
を
映
し
出
し
て
い
る
。「
邯
鄲
の
夢
」
を
趣
向
と
し
た
作
品
群
に
お
い
て
、

黒
本
『
初
夢
』
は
特
筆
す
べ
き
作
品
と
評
価
で
き
る
。

後
世
の
「
邯
鄲
の
夢
」
の
受
容
作
で
あ
る
黄
表
紙
『
見
得
一
炊
夢
』（
朋
誠
堂
喜

三
二　

天
明
元
〈
一
七
八
一
〉
年
）
に
も
、
主
人
公
が
長
崎
に
行
き
、
唐
人
か
ら
書

画
を
習
う
と
い
う
筋
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
黒
本
『
初
夢
』
と
は
異
な
る
唐
人

の
姿
が
登
場
し
て
い
る
。
近
世
に
お
け
る
「
邯
鄲
の
夢
」
の
受
容
を
考
察
す
る
際
に
、

唐
人
の
描
写
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

（
凡
例
） 

謡
曲
『
邯
鄲
』
の
諸
本
の
異
同
に
関
す
る
注
釈
は
小
山
弘
志　

佐
藤
健

一
郎
校
注
・
訳
『
謡
曲
集
⑵
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
九
（
小
学
館
、

二
〇
〇
七
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

 
 

 
  

浄
瑠
璃
『
国
性
爺
合
戦
』
の
本
文
は
鳥
越
文
蔵
・
山
根
為
雄
・
長
友
千

代
治
・
大
橋
正
叔
・
阪
口
弘
之
校
注
・
訳
『
近
松
門
左
衛
門
③
』
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
七
六
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

 
 

 
  

浄
瑠
璃
『
大
職
冠
』
の
本
文
は
松
崎
仁
・
原
道
生
・
井
口
洋
・
大
橋
正

叔
校
注
『
近
松
浄
瑠
璃
集
上
』
新
古
典
日
本
文
学
大
系
九
一
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
）
よ
り
引
用
し
た
。

注（
１
）
古
態
本
で
は
巻
二
十
六
に
位
置
す
る
。
ま
た
『
太
平
記
』
の
成
立
は
「
応
安

（
一
三
六
八
）
か
ら
永
和
（
一
三
七
九
）
年
間
に
お
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

て
い
る
」。
大
坪
亮
介『
南
北
朝
軍
記
物
語
論
』（
和
泉
書
院
、二
〇
二
〇
年
二
月
）

三
〜
四
頁
を
参
照
。

（
２
）
謡
曲
『
邯
鄲
』
の
成
立
は
未
詳
だ
が
、
曲
名
の
初
見
は
康
正
二
（
一
四
五
六
）
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年
に
金
春
禅
竹
が
著
わ
し
た『
歌
舞
髄
脳
記
』で
あ
る
。
天
野
文
雄『
能
楽
手
帖
』

（
角
川
文
庫
、
二
〇
一
九
年
九
月
）
一
三
二
頁
を
参
照
。

（
３
）
白
川
和
子
「『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
の
典
拠
に
つ
い
て
」（
日
本
文
学
研
究

（
四
一
）、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
に
あ
る
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
以
前
の
「
邯
鄲

の
夢
」
の
趣
向
作
の
一
覧
表
を
参
照
。

（
４
） 

中
村
幸
彦
編
・
解
説　

大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
第
四
巻『
赤
本
青
本
黒
本
集
』

（
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
七
六
年
）。

（
５
）
前
掲
書
（
４
）、
解
題
十
六
〜
十
七
頁
。

（
６
）
高
橋
則
子
「「
其
紋
从
助
六
」（
前
号
所
収
）
に
関
す
る
訂
正
」（「
叢
」
第
八
号
、

一
九
八
五
年
四
月
）。

（
７
）『
酒
田
公
時
大
和
廻
』
巻
末
の
新
板
広
告
に
あ
る
諸
作
品
の
刊
年
の
考
察
を
加

え
て
お
く
。『
忠
孝
盲
敵
討
』
に
つ
い
て
、
細
谷
敦
仁
は
高
橋
則
子
の
論
を
踏

ま
え
、
宝
暦
四
年
の
刊
行
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。（
細
谷
敦
仁
「『
新
板　

忠
孝

盲
敵
討
』
に
つ
い
て
」（「
叢
」
第
二
六
号
、二
〇
〇
五
年
二
月
）
二
一
頁
を
参
照
）。

『
舊
昔
鬼
岩
屋
』
に
つ
い
て
、
木
村
八
重
子
の
解
題
に
よ
れ
ば
、「
宝
暦
四
年
と

す
る
根
拠
不
明
」「
墨
記
に
「
宝
暦
四
甲
戌
年
」（
見
返
）」
な
ど
、
墨
記
に
よ

る
刊
年
の
確
定
は
根
拠
に
欠
け
る
と
い
う
。（
木
村
八
重
子
『
未
紹
介
黒
本
青

本
（
二
八
）』（
日
本
古
書
通
信
七
七
（
一
一
）、
二
〇
一
二
年
十
一
月
）
三
一

頁
を
参
照
）。『
増
補
中
将
姫
』
に
つ
い
て
、
高
橋
前
掲
論
文
（
６
）
に
、『
改

訂　

日
本
小
説
書
目
年
表
』
黒
本
の
部
に
宝
暦
四
甲
戌
年
出
版
と
記
載
さ
れ
た

が
、
刊
記
が
な
い
た
め
、
根
拠
未
詳
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
加
賀
文
庫

所
蔵
の
原
本
を
見
る
限
り
、
上
中
巻
表
紙
の
次
の
頁
に
「
宝
暦
四
甲
戌
年
」
の

墨
記
の
み
で
、
そ
の
根
拠
は
未
定
で
あ
る
。

（
８
）
高
橋
前
掲
論
文
（
６
）、
六
四
〜
六
五
頁
。
ま
た
、
断
定
で
き
な
い
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
同
論
文
の
六
四
頁
に
「『
日
本
小
説
書
目
年
表
』
黒
本
の
部
に
、
宝

暦
四
年
刊
・
山
本
版
の
も
の
と
し
て
、『
丹
後
国
鐵
焼
地
蔵
』
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
み
が
現
存
し
、
そ
の
題
簽
に
は
「
戌
年
新
版
」

の
角
書
が
あ
り
、
こ
れ
を
元
に
刊
年
推
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
題
簽

の
意
匠
図
案
は
、
雪
持
ち
笹
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
青
本
絵
外
題
集
Ⅰ
』（
岩
波

文
庫
貴
重
書
叢
刊
）に
は
、宝
暦
十
二
年
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち『
丹

後
国
鐵
焼
地
蔵
』
も
、
宝
暦
四
年
刊
と
は
断
定
で
き
な
い
」
と
記
さ
れ
る
。

（
９
）
水
谷
不
倒
『
水
谷
不
倒
集　

第
二
巻
』（
中
央
公
論
社
、一
九
七
三
年
）
六
〇
頁
。

（
10
）
宝
暦
二
年
の
新
板
広
告
（『
猿
塚
物
語
』（
東
洋
文
庫
蔵
）
に
絵
師
の
連
名
は
「
繪

師　

鳥
居
清
信　

鳥
居
清
満
」
で
あ
り
、
宝
暦
六
年
の
新
板
広
告
（『
播
州
曽

根
松
』（
東
洋
文
庫
蔵
）
に
絵
師
の
連
名
は
「
繪
師　

鳥
居
清
倍　

鳥
居
清
満
」

と
な
る
。

（
11
）
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
蔵
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本

を
参
照
。

（
12
）
落
合
博
志
「
能
楽
研
究
に
お
け
る
文
献
学
の
問
題
（
特
集　

文
献
学
を
と
ら
え

直
す
）」（
日
本
文
学
六
九
（
七
）、
二
〇
二
〇
年
七
月
、
二
一
〜
二
九
頁
）。

（
13
）
前
掲
書
（
４
）、
解
題
十
七
頁
。

（
14
） 

朝
鮮
通
信
使
行
列
に
つ
い
て
、辛
基
秀　

ほ
か
著『
朝
鮮
通
信
使
絵
図
集
成
』（
講

談
社
、
一
九
八
五
年
十
月
）、
辛
基
秀
『
新
版　

朝
鮮
通
信
使
往
来
―
江
戸
時

代
二
六
〇
年
の
平
和
と
友
好
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）、
京
都
文
化

博
物
館
・
京
都
新
聞
社
編
集
『
二
一
世
紀
記
念
特
別
展　

こ
こ
ろ
の
交
流　

朝

鮮
通
信
使
―
江
戸
時
代
か
ら
二
一
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
』（
京
都
文
化
博

物
館
・
京
都
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
を
参
照
。

（
15
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
集
『
企
画
展
示　

行
列
に
み
る
近
世
―
武
士
と
異
国

と
祭
礼
と
―
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
十
月
）
一
一
五
頁
。

（
16
）
前
掲
書
（
15
）、
一
一
五
頁
。
久
留
島
浩
『
描
か
れ
た
行
列
―
武
士
・
異
国
・
祭

礼
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
十
月
）
一
七
二
〜
一
八
〇
頁
に
詳
し

い
論
述
と
画
像
が
あ
る
。
ま
た
、
琉
球
人
行
列
に
つ
い
て
、
渡
辺
美
季
「
琉
球

人
行
列
と
江
戸
」（『
日
本
近
世
生
活
絵
引　

琉
球
人
行
列
と
江
戸
編
』、
神
奈

川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
三
五
〜

一
四
八
頁
）
を
参
照
。

（
17
）
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
「「
朝
鮮
人
来
朝
図
」
の
図
像
学
」（
横
田
冬
彦
『
異
文
化
交

流
史
の
再
検
討
―
日
本
近
代
の
〈
経
験
〉
と
そ
の
周
辺
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一

年
五
月
）
二
八
五
頁
。

（
18
）
英
一
蝶
の
賄
唐
人
図
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2554323?tocO
pened=

1

）
を
参
照
。
ま

た
、
英
一
蝶
の
絵
に
つ
い
て
、
糟
谷
政
和
は
「
馬
上
の
朝
鮮
通
信
使
風
の
人
物

が
煙
管
で
煙
草
を
吸
い
、
馬
上
で
台
帳
を
広
げ
、
そ
ろ
ば
ん
を
下
げ
、
鞍
の
横

や
後
ろ
に
動
物
が
置
か
れ
た
絵
に
な
っ
て
い
る
」と
指
摘
し
た
。（
糟
谷
政
和「
江

戸
時
代
土
浦
祭
礼
絵
巻
の
中
の
朝
鮮
通
信
使
仮
装
行
列
に
つ
い
て
」（
人
文
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
二
一
）
二
〇
一
六
年
九
月
）
一
〜
七
頁
）。

（
19
）
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
前
掲
論
文
（
17
）、
二
八
七
頁
。
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（
20
）
土
浦
市
立
博
物
館
『
に
ぎ
わ
い
の
時
間
―
城
下
町
の
祭
礼
と
そ
の
系
譜
―
』（
土

浦
市
立
博
物
館
、
一
九
九
二
年
十
月
）
六
八
頁
。

（
21
）
朴
麗
玉
は
『
大
職
冠
』
の
章
段
を
挙
げ
て
、朝
鮮
通
信
使
の
行
列
図
は
、ニ
ュ
ー

ス
性
を
も
っ
て
早
く
よ
り
瓦
版
な
ど
が
発
行
さ
れ
、
屏
風
や
絵
巻
、
絵
馬
と
し

て
も
制
作
さ
れ
る
ほ
ど
流
行
し
た
と
述
べ
た
。（
朴
麗
玉
「
近
松
の
作
品
と
朝

鮮
通
信
使
―
「
大
職
冠
」
の
場
合
」（
国
語
国
文
八
十
（
三
）、二
〇
一
一
年
三
月
）

二
四
頁
）。

（
22
）
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
「
近
世
日
本
の
庶
民
文
化
に
現
れ
た
朝
鮮
通
信
使
像
」（『
韓
』

一
一
〇
号
、
韓
国
研
究
院
、
一
九
八
八
年
）
一
四
二
頁
。

（
23
）『
大
職
冠
』
の
世
界
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
原
道
生
「『
大
職
冠
』

論
（
二
）
―
近
松
の
『
大
職
冠
』
―
」（
原
道
生
『
近
松
浄
瑠
璃
の
作
劇
法
』（
八

木
書
店
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
三
〇
一
〜
三
五
五
頁
）
を
参
照
。

（
24
）
黒
石
陽
子
「
人
形
浄
瑠
璃
に
描
か
れ
た
東
ア
ジ
ア
」（
平
成
25
年
度
広
域
科
学

教
科
教
育
学
研
究
経
過
報
告
書
、
東
京
学
芸
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
四
〜

五
頁
。

（
25
） 

朴
麗
玉
前
掲
論
文
（
21
）、
原
道
生
「
近
松
の
対
「
異
国
」
意
識
」（
原
道
生
前

掲
書
（
23
））
を
参
照
。

（
26
） 

菊
屋
七
郎
兵
衛
板
の
朝
鮮
通
信
使
行
列
関
連
の
も
の
が
他
に
正
徳
元

（
一
七
一
一
）
年
の
『
朝
鮮
人
来
朝
物
語
』（
野
田
市
立
図
書
館
）、
宝
暦
十
三

（
一
七
六
三
）
年
の
『
朝
鮮
人
来
朝
物
語
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
）
が
あ
る
。

（
27
）
高
正
晴
子
『
朝
鮮
通
信
使
を
も
て
な
し
た
料
理
―
饗
応
と
食
文
化
の
交
流
』（
明

石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
を
参
照
。

（
28
）
高
正
晴
子
前
掲
書
（
27
）
を
参
照
。

（
29
）
大
和
田
建
旗
『
日
本
歌
謡
類
聚
・
下
巻
』（
博
文
館
、
一
八
九
八
年
）
七
一
六
頁
。

ま
た
高
野
辰
之
編
『
日
本
歌
謡
集
成
』
巻
十
一
（
東
京
堂
、
一
九
四
二
年
）

五
五
六
頁
に
も
類
似
す
る
小
唄
が
見
ら
れ
る
。

（
30
）
風
来
山
人
『
風
流
志
道
軒
伝
』
名
著
文
庫
巻
九
（
富
山
房
、
一
九
〇
三
年
）

六
九
〜
七
〇
頁
。

（
31
）
前
掲
書
（
15
）、
九
一
頁
。

（
32
）
池
内
敏
『
大
君
外
交
と
「
武
威
」』（
名
古
屋
大
学
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）

一
六
九
〜
一
七
一
頁
。

（
33
）
池
内
敏
『「
唐
人
殺
し
」
の
世
界
―
近
世
民
衆
の
朝
鮮
認
識
』（
臨
川
書
店
、

一
九
九
九
年
五
月
）
一
三
三
〜
一
五
五
頁
。

二
〇
二
一
年
九
月
二
九
日　

受
付

二
〇
二
一
年
一
二
月
二
日　

採
択
決
定


